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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第37期
第１四半期

連結累計(会計)期間

第38期
第１四半期

連結累計(会計)期間
第37期

会計期間
自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日

自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日

自　平成22年３月１日
至　平成23年２月28日

売上高 (千円) 7,335,334 7,906,295 28,796,542

経常利益 (千円) 152,734 439,065 391,635

四半期(当期)純利益 (千円) 81,218 215,309 104,648

純資産額 (千円) 3,939,376 4,199,395 3,997,563

総資産額 (千円) 27,271,696 27,647,785 26,399,454

１株当たり純資産額 (円) 266.10 283.66 270.03

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 5.49 14.54 7.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 14.44 15.19 15.14

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 275,524 859,232 498,016

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 46,404 15,182 121,937

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △411,935 △171,850 △697,584

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 972,394 1,687,334 984,770

従業員数 (名) 390 375 383

(注) １　売上高には、消費税及び地方消費税(以下消費税等とする)は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社カンセキ(E03179)

四半期報告書

 2/25



　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年５月31日現在

従業員数(名)
375
(90)

(注) １　従業員数には、準社員(231名)及び定時社員（パートタイマー）は含んでおりません。

２　従業員欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人数（１人１日８時間換算）であ

ります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年５月31日現在

従業員数(名)
375
(90)

(注) １　従業員数には、準社員(230名)及び定時社員（パートタイマー）は含んでおりません。

２　従業員欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人数（１人１日８時間換算）でありま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 商品仕入実績

当第１四半期連結会計期間における商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 商品仕入実績(千円) 前年同四半期比(%)

ホームセンター 4,063,580 ―

WILD－１ 1,277,979 ―

専門店 905,620 ―

店舗開発 ― ―

その他 ― ―

合計 6,247,179 ―

(注) １　セグメント間取引については相殺消去しております。

２　金額は、仕入価額によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４　セグメントごとの各構成内容は、次のとおりであります。

　(1)　ホームセンター事業……………（ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、文具、食品等）

　(2)　WILD－１事業……………………（アウトドア用品等）

　(3)　専門店事業………………………（リサイクル商品、業務用食材、飲食店等）

　(4)　店舗開発事業……………………（不動産賃貸、アミューズメント施設等）

　(5)　その他の事業……………………（子会社の経営する不動産事業及び保険代理店事業等）
　

(2) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売実績(千円) 前年同四半期比(%)

ホームセンター 5,127,249 ―

WILD－１ 1,592,599 ―

専門店 1,259,269 ―

店舗開発 217,641 ―

その他 7,052 ―

合計 8,203,811 ―

(注) １　セグメント間取引については相殺消去しております。

２　金額は、販売価額によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４　セグメントごとの各構成内容は、「(1)商品仕入実績」をご参照ください。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

　
(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間（平成23年３月１日から平成23年５月31日）におけるわが国経済は、一部

で緩やかな景気回復が見られたものの、雇用情勢や所得環境は依然として厳しい状況にあり、平成23年３

月11日に発生した東日本大震災による影響や、福島原発の事故などの甚大な被害が発生したことで、消費

者の不要不急品の買い控えなどの生活防衛意識が強まる中、依然として先行きが不透明であります。

　当社グループにおきましては、東日本大震災により店舗に直接的な被害を受けましたが、震災後、直ちに

被害状況の把握に努め、損壊店舗の修復を実行いたしました。お客様の安全確保とお客様への商品供給を

最優先し、現在、全店が営業を再開しております。

　当社グループにおける第１四半期連結会計期間は、震災による被災した店舗の営業休止や計画停電によ

る営業時間短縮などの影響を受けるなど厳しい経営環境でありましたが、売上高79億６百万円（前年同

四半期比7.8％増）となりました。粗利益率の向上並びに販売費一般管理費の削減に努め、営業利益５億

12百万円（前年同四半期比113.0％増）、経常利益４億39百万円（前年同四半期比187.5％増）、特別利益

に建物および賃借権の譲渡に伴う固定資産売却益１億11百万円、特別損失に資産除去債務に関する会計

基準の適用に伴う影響額37百万円、確定拠出年金移行に伴う損失50百万円、東日本大震災に伴う災害損失

１億15百万円を計上いたしました。その結果、四半期純利益２億15百万円（前年同四半期比165.1％増）

となり前年同四半期連結会計期間と比較して増収、増益となりました。

　

なお、報告セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

〔ホームセンター事業〕

ホームセンター事業につきましては、復旧、復興に関わる住関連商品を中心に売上が伸びました。全国

的な電力供給不足に備え夏の節電対策や暑さ軽減対策商品として、よしず、扇風機、すだれなどの売上が

前年と比較して大きく売上を伸ばしております。また、前年度より開始いたしました高齢者向けのカタロ

グ宅配サービス（スマイル便）は、３月より取扱い店舗を順次拡大し現在11店舗でサービスを実施しお

客様の利便性を高めております。

　これらの結果、ホームセンター事業における営業収益は51億27百万円、セグメント利益は３億44百万円

となりました。
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〔WILD－１事業〕

WILD－１事業においては、震災による影響が懸念されましたが、災害対策用としてキャンプ用品の需要

が高まり、これらの売上が全体の売上を牽引し順調に推移いたしました。既存のお客様に加えて新規のお

客様の来店が増加し、WILD－１会員の新規加入者が増加し売上増加の要因になっております。今後、新規

会員様を含めきめ細かなサービスを実施してまいります。

　これらの結果、WILD－１事業における営業収益は15億92百万円、セグメント利益は１億94百万円となり

ました。

　

〔専門店事業〕

専門店事業につきましては、業務スーパー店舗において、震災による消費者の防衛意識が堅調に表れ、

備蓄用食料、飲料水などの需要が急増いたしました。それに伴い、前年度と比較して客数が順調に伸び、売

上が好調に伸長しております。平成23年４月に業務スーパー栃木店（栃木県栃木市）を新規出店いたし

ました。現在、計画を上回る売上で推移しております。オフハウス店舗は震災後、ブランドバッグや貴金属

の販売が鈍化しており、震災前と比べお客様の消費動向に一部変化が見受けられます。それに対し、リ

ユース商品の生産を強化し、商品在庫の増強を図り、店内での販売促進を実施し、来店されたお客様への

商品訴求を強化いたしました。その結果、ほぼ計画通りの業績推移となっております。

　これらの結果、専門店事業における営業収益は12億59百万円、セグメント利益は86百万円となりました。

　

〔店舗開発事業〕

店舗開発事業につきましては、計画通り安定した利益をあげております。

　店舗開発事業における営業収益は２億17百万円、セグメント利益は39百万円となりました。

　
(2) 財政状態の分析

　資産・負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、276億47百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億

48百万円増加となりました。主な要因としては、減価償却や敷金及び保証金の返還による固定資産の減少

３億34百万円の減少要因に対し、売上増に伴う現金及び預金の増加７億92百万円、クレジット販売による

売掛金の増加70百万円及び夏物商材の仕入による商品の増加６億27百万円の増加要因によるものであり

ます。

負債は、234億48百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億46百万円の増加となりました。主な要因と

しては、短期借入金の減少２億88百万円及び確定拠出年金制度移行等による退職給付引当金の減少５億

57百万円の減少要因に対し、支払手形及び買掛金の増加12億85百万円、長期借入金の増加１億53百万円及

び確定拠出年金制度への分割移管金等によるその他固定負債の増加４億89百万円の増加要因によるもの

であります。

純資産は、41億99百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億１百万円増加となりました。主な要因と

しては、当第１四半期連結累計期間において四半期純利益２億15百万円を計上したことによるものであ

ります。この結果、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は15.2％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ７億２百万円増加し、16億87百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ５億83百万

円増加し８億59百万円となりました。主な要因としては、固定資産売却損益１億５百万円、たな卸資産の

増加額６億26百万円及び売上債権の増加額70百万円の減少要因に対し、税金等調整前四半期純利益３億

13百万円、減価償却費１億４百万円及び仕入債務の増加額12億85百万円の増加要因によるものでありま

す。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間において投資活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ31百万円減

少し15百万円となりました。主な要因としては、定期預金の預入による支出90百万円、有形固定資産の取

得による支出72百万円、敷金及び保証金の差入による支出24百万円及び預り保証金の返還による支出２

億67百万円の減少要因に対し、有形固定資産の売却による収入３億57百万円及び敷金及び保証金の回収

による収入１億26百万円の増加要因によるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ２億40百万

円減少し１億71百万円となりました。主な要因としては、長期借入れによる収入８億50百万円の増加要因

に対し、短期借入金の純減少額４億80百万円、長期借入金の返済による支出５億５百万円及び社債の償還

による支出25百万円の減少要因によるものであります。

　
　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

①  提出会社

当第１四半期連結会計期間に以下の設備を譲渡いたしました。

　

事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の
内容

帳簿価額(千円)

建物及び
構築物

その他 合計

賃貸店舗
(栃木県宇都宮市)

店舗開発 建物の賃貸 232,430 3,260 235,690

賃貸店舗
(栃木県宇都宮市)

店舗開発 建物の賃貸 21,041 ― 21,041

賃貸店舗
(福島県須賀川市)

店舗開発 建物の賃貸 4,750 9,943 14,694

(注)　帳簿価額の「その他」の主な内容は、借地権及び長期前払費用であります。

　

②  国内子会社

該当事項はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 51,000,000

計 51,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年７月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,100,000 16,100,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
1,000株

計 16,100,000 16,100,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年５月31日 ― 16,100,000 ― 1,926 ― 1,864

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年２月28日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    1,295,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   14,800,000 14,800 ―

単元未満株式 普通株式        5,000― ―

発行済株式総数 16,100,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,800 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社カンセキ

栃木県宇都宮市西川田本町
３丁目１番１号

1,295,000 ― 1,295,0008.04

計 ― 1,295,000 ― 1,295,0008.04

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
３月 ４月 ５月

最高(円) 94 97 97

最低(円) 74 86 90

(注)  最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成23年３月１日から平成23年５月31日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成23年３月１日から平成23年５月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成22年３月１

日から平成22年５月31日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成23年３月１日から平成23年５月31日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年５月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,839,845 1,047,281

売掛金 232,646 162,001

商品 4,891,761 4,264,681

その他 702,150 608,877

貸倒引当金 △3,984 △3,691

流動資産合計 7,662,419 6,079,150

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,165,911 4,443,204

土地 11,752,683 11,752,683

その他（純額） 217,324 166,447

有形固定資産合計 ※
 16,135,919

※
 16,362,335

無形固定資産 742,202 761,566

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,772,264 2,855,621

その他 335,134 340,800

貸倒引当金 △226 △116

投資その他の資産合計 3,107,171 3,196,304

固定資産合計 19,985,293 20,320,207

繰延資産 72 96

資産合計 27,647,785 26,399,454

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,498,081 3,212,597

短期借入金 6,768,454 7,057,100

未払法人税等 188,737 199,741

賞与引当金 38,096 －

ポイント引当金 108,165 127,464

災害損失引当金 38,646 －

その他 574,310 717,399

流動負債合計 12,214,491 11,314,302

固定負債

長期借入金 9,250,271 9,096,874

退職給付引当金 602,836 1,159,859

役員退職慰労引当金 28,340 28,340

資産除去債務 81,027 －

長期預り敷金保証金 647,201 667,634

その他 624,221 134,880

固定負債合計 11,233,898 11,087,588

負債合計 23,448,390 22,401,890
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,926,000 1,926,000

資本剰余金 1,864,000 1,864,000

利益剰余金 630,545 415,235

自己株式 △232,317 △232,317

株主資本合計 4,188,227 3,972,917

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,168 24,645

評価・換算差額等合計 11,168 24,645

純資産合計 4,199,395 3,997,563

負債純資産合計 27,647,785 26,399,454
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

売上高 7,335,334 7,906,295

売上原価 5,257,550 5,619,781

売上総利益 2,077,783 2,286,513

営業収入 345,534 297,516

営業総利益 2,423,317 2,584,029

販売費及び一般管理費 ※
 2,182,898

※１
 2,071,952

営業利益 240,419 512,077

営業外収益

受取利息 620 440

受取配当金 476 560

受取保険金 3,508 10,276

その他 1,626 5,932

営業外収益合計 6,231 17,209

営業外費用

支払利息 93,600 89,794

その他 315 427

営業外費用合計 93,915 90,221

経常利益 152,734 439,065

特別利益

固定資産売却益 － 111,811

賃貸借契約解約益 1,800 60

店舗閉鎖損失引当金戻入額 1,295 －

特別利益合計 3,095 111,871

特別損失

固定資産除売却損 1,694 27,360

賃貸借契約解約損 3,280 －

災害による損失 － ※２
 115,379

退職給付制度改定損 － 50,159

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 37,696

その他 － 7,161

特別損失合計 4,974 237,757

税金等調整前四半期純利益 150,856 313,179

法人税、住民税及び事業税 57,369 179,334

法人税等調整額 12,268 △81,464

法人税等合計 69,638 97,869

少数株主損益調整前四半期純利益 － 215,309

四半期純利益 81,218 215,309
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 150,856 313,179

減価償却費 116,110 104,697

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 37,696

支払利息 93,600 89,794

固定資産売却損益（△は益） － △105,248

たな卸資産の増減額（△は増加） △399,584 △626,808

売上債権の増減額（△は増加） △115,857 △70,645

仕入債務の増減額（△は減少） 669,306 1,285,483

その他 △88,119 102,490

小計 426,312 1,130,639

利息及び配当金の受取額 1,097 1,000

利息の支払額 △96,361 △88,745

法人税等の支払額 △55,524 △183,662

営業活動によるキャッシュ・フロー 275,524 859,232

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △90,000

有形固定資産の取得による支出 △4,640 △72,282

有形固定資産の売却による収入 － 357,099

無形固定資産の取得による支出 △5,000 △2,390

敷金及び保証金の差入による支出 △13,963 △24,749

敷金及び保証金の回収による収入 78,989 126,991

預り保証金の返還による支出 △9,956 △267,880

預り保証金の受入による収入 1,400 320

その他 △424 △11,925

投資活動によるキャッシュ・フロー 46,404 15,182

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △736,500 △480,000

長期借入れによる収入 770,000 850,000

長期借入金の返済による支出 △409,987 △505,249

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

その他 △10,448 △11,601

財務活動によるキャッシュ・フロー △411,935 △171,850

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △90,007 702,563

現金及び現金同等物の期首残高 1,062,401 984,770

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 972,394

※
 1,687,334
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20年３月31

日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を

適用しております。

　これにより、当第１四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ862千円、税金等調整前四半期純利

益は38,559千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は80,663千円で

あります。

 

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日)

１　棚卸資産の評価方法

　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日)

該当事項はありません。
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【追加情報】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日)

（退職給付制度の変更）

　提出会社は、平成23年４月１日より現行の適格年金制度を廃止し、確定拠出年金制度及び退職一時金制度へ移

行することにより、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用し、

確定拠出年金制度等への移行部分については退職給付制度の一部終了の処理を行っております。

　本移行に伴う影響額は、当第１四半期連結累計期間の特別損失として50,159千円計上しております。

 

（賃金規定の改定）

前連結会計年度末より賃金規定の改定を行い、支給対象期間を以下のとおり変更いたしました。

　変更前　夏季賞与　12月１日から５月末日　　　　冬季賞与　６月１日から11月末日

　変更後　夏季賞与　３月１日から８月末日　　　　冬季賞与　９月１日から２月末日

　これにより、当第１四半期連結会計期間末において賞与引当金を計上しております。なお、この変更による損益

への影響は軽微であります。

 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

10,597,384千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

10,814,572千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年５月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　項目 金額

　給与手当 767,204千円

　賞与引当金繰入額 459 〃

　退職給付費用 83,506 〃

　地代家賃 545,529 〃

　その他 786,199 〃

　合　計 2,182,898 〃

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　項目 金額

　給与手当 754,346千円

　賞与引当金繰入額 38,096 〃

　退職給付費用 76,430 〃

　地代家賃 496,846 〃

　その他 706,232 〃

　合　計 2,071,952 〃

 
　 ※２　災害による損失

　東日本大震災による損失額であり、内訳は次の通りであ

ります。

　項目 金額

　復旧費用 43,943千円

　たな卸資産廃棄損 32,789 〃

　災害損失引当金繰入額 38,646 〃

　合　計 115,379 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年５月31日)

※　現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末

残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成22年５月31日現在)

 

現金及び預金 1,034,903千円

預入期間が３か月を越える

定期預金
62,509 〃

現金及び現金同等物 972,394 〃
 

※　現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末

残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成23年５月31日現在)

 

現金及び預金 1,839,845千円

預入期間が３か月を越える

定期預金
152,510 〃

現金及び現金同等物 1,687,334 〃

 

　

(株主資本等関係)

　

当第１四半期連結会計期間末(平成23年５月31日)及び

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日)

　
１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 16,100,000

　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,295,800

　
３　新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)
　

　
ホームセンター

（千円）

WILD－１

（千円）

不動産賃貸

（千円）

その他

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する

　　　営業収益
4,975,1171,334,194255,8621,115,6937,680,868 ― 7,680,868

　(2) セグメント間の

　　　内部営業収益又は

　　　振替高

183 ― 13,959 405 14,547 (14,547) ―

計 4,975,3011,334,194269,8211,116,0987,695,415(14,547)7,680,868

営業利益 186,933 83,934 37,327 62,554 370,750(130,331)240,419

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な商品等

　(1)　ホームセンター事業……………（ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、文具、食品等）

　(2)　WILD－１事業……………………（アウトドア用品）

　(3)　不動産賃貸事業…………………（不動産賃貸等）

　(4)　その他の事業……………………（業務用食材等、リサイクル商品、飲食店）
　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

　在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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【セグメント情報】

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

　当社グループの事業については、グループの各事業会社が取り扱う商品・サービスについての事業展開・

戦略を立案し、事業活動を行っております。

　従って、当社は事業本部を基礎とした商品・サービス別セグメントから構成されており「ホームセンター

事業」、「WILD－１事業」、「専門店事業」及び「店舗開発事業」を報告セグメントとしております。

　「ホームセンター事業」は、ホームセンターの経営をしております。「WILD－１事業」はアウトドア用品

の専門店を経営しております。「専門店事業」は、主にフランチャイズ契約によるリサイクル商品販売のオ

フハウス及び業務用食品等の販売の業務スーパー並びに飲食店の経営をしております。「店舗開発事業」

は、不動産賃貸管理及びアミューズメント施設の管理をしております。
　

２  報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
ホームセン

ター
WILD－１ 専門店 店舗開発 計

営業収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への営業収益 5,127,2491,592,5991,259,269217,6418,196,7587,0528,203,811― 8,203,811

  セグメント間の内部

  営業収益又は振替高
― ― ― 3,267 3,26718,48021,747△21,747 ―

計 5,127,2491,592,5991,259,269220,9088,200,02525,5328,225,558△21,7478,203,811

セグメント利益 344,015194,86786,20039,400664,4836,215670,699△158,622512,077

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び保険代理店事業等

を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△158,622千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△158,622千円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年５月31日)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年５月31日)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年５月31日)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なものでは

ありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

当社グループは、ストック・オプションを発行しておりませんので、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年５月31日)

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動がありません。

　

(賃貸等不動産関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年５月31日)

賃貸等不動産において、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

　 　

　 283.66円
　

　 　

　 270.03円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期
連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

純資産の部の合計額(千円) 4,199,395 3,997,563

普通株式に係る純資産額(千円) 4,199,395 3,997,563

普通株式の発行済株式数(千株) 16,100 16,100

普通株式の自己株式数(千株) 1,295 1,295

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(千株)

14,804 14,804

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5.49円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため記載しておりません。
 

 

１株当たり四半期純利益金額 14.54円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため記載しておりません。

 
(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 81,218 215,309

普通株式に係る四半期純利益(千円) 81,218 215,309

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,804 14,804

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２２年７月１４日

株 式 会 社 　カ 　ン 　セ 　キ

取　締　役　会　　御　中

　

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　木　真一郎　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　和　哲　夫　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社カンセキの平成２２年３月１日から平成２３年２月２８日までの連結会計年度の

第１四半期連結会計期間(平成２２年３月１日から平成２２年５月３１日まで)及び第１四半期連

結累計期間(平成２２年３月１日から平成２２年５月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有

する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、

我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の

監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カンセキ及び連結

子会社の平成２２年５月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計

期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

　

以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２３年７月１４日

株 式 会 社 　カ 　ン 　セ 　キ

取　締　役　会　　御　中

　

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　木　真一郎　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鳥　羽　正　浩　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社カンセキの平成２３年３月１日から平成２４年２月２９日までの連結会計年度の

第１四半期連結会計期間(平成２３年３月１日から平成２３年５月３１日まで)及び第１四半期連

結累計期間(平成２３年３月１日から平成２３年５月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有

する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、

我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の

監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カンセキ及び連結

子会社の平成２３年５月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計

期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

　

以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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